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	《中小企業診断士を目指される方》  
	〈中小企業診断士試験制度〉  
	Ｑ１．中小企業診断士試験の主な特徴は何ですか。  
	Ｑ２．昨年、第１次試験に合格し、第２次試験は不合格だった。今年度の第  ２次試験は受験できるのか。  
	Ｑ３．科目合格となった科目を翌年度も受験できるのか。  
	Ｑ４．科目合格した科目の免除を申請しなかった場合の取扱いはどうなるの  か。  
	Ｑ５．第２次試験合格後の実務補習とは何か。  
	Ｑ６．実務補習と実務従事を組み合わせて登録条件の１５日以上を満たすこ  とは可能か。  
	Ｑ７．旧制度（平成１２年度まで）で新第１次試験に相当するものに合格し  ている者は、どのようになるのか。  

	＜中小企業診断士養成課程＞  
	Ｑ１．中小企業大学校の養成課程とはどのようなものか。  
	Ｑ２．昨年度に第１次試験に合格しているが、養成課程を受講することがで  きるのか。  
	Ｑ３．登録養成課程とは、何か。  
	Ｑ４．養成課程や登録養成課程は、選別試験等があるのか。  


	《新規に登録される方》  
	Ｑ１．新規に中小企業診断士に登録するためにはどうしたらいいか。  

	《登録事項に変更があった方》  
	Ｑ１．登録事項に変更があったがどうすればいいか。  
	Ｑ２．登録事項の変更届出を忘れていたので、更新登録申請と同時に登録事  項変更届出をしたいが、更新登録申請書に変更後の氏名、自宅住所、勤務先、  勤務地を記載できるので、更新登録申請だけをすればよいか。  

	《更新登録をされる方》  
	Ｑ１．中小企業診断士の登録を更新するためにはどうしたらいいか。  
	Ｑ２．更新登録の「実務の従事」に関する要件とは、どういうものか。  
	Ｑ３．更新の申請はいつ行うべきか。  
	Ｑ４．診断実務の対象となる中小企業の基準は何か。  
	Ｑ５．診断助言業務実績証明書の証明者は、支店長や所長でもよいか。  
	Ｑ５．診断助言業務実績証明書の証明者は、支店長や所長でもよいか。  
	Ｑ６．診断の相手先企業名については、業務上守秘義務が掛かっているため  診断業務実績証明書の受診企業名を匿名としてもＯＫか。  
	Ｑ７．勤務する企業での診断・助言活動も実務の範囲と見なせるとのことだ  が、どのような活動が対象となるのか。  
	Ｑ８．勤務する企業での診断・助言活動の実績証明は、誰がするのか。  
	Ｑ９．大企業に勤務し、現在は、関連会社の中小企業に出向しているが、出  向先企業での経営改善等に対するコンサルティングを、更新要件の実務とす  ることは可能か。  
	Ｑ１０．診断士である社長が自らの会社を診断した場合は、更新要件の実務  とすることは可能か。  
	Ｑ１１．専用の窓口相談を開設しているが、電子メールでの相談も受け付け  ている。電子メールでの相談は更新要件の実務とすることは可能か。  
	Ｑ１２．海外に進出している中小企業に対する進出国でのコンサルティング  は、更新要件の実務とすることは可能か。  
	Ｑ１３．ＪＩＣＡから委託等を受け、海外協力の一貫として現地中小企業の  診断、助言や相談等の業務に従事したが、更新要件の実務とすることは可能  か。   
	Ｑ１４．企業の診断を行ったが、診断助言業務実績証明書のどの様式で証明を  取ったらよいのか。  
	Ｑ１５．理論政策更新研修は、年に１回しか受講できないのか。年に何回かま  とめて受講することはできるのか。  
	＜平成１８年４月の制度改正による更新登録の経過措置について＞  
	Ｑ１．平成１８年４月の制度改正により、更新の際の要件として必要な実務  に従事する日数（点数）が増えたが、経過措置はあるのか。  
	Ｑ２．更新要件に必要な実務のポイント（３０点）を既に取得しているが、  経過措置で、必要なポイントが少なくてよいこととなっている。多く取得し  たポイントは、次の登録有効期間分として持ち越すことができるのか。  



	《診断業務の休止を検討されている方・休止をされた方》  
	＜更新登録の特例措置について＞  
	Ｑ１．平成１８年４月以降に新たに設けられた更新登録の特例措置とは、ど  のような措置か。  
	Ｑ２．診断業務の休止をするためには、どうしたらいいか。  
	Ｑ３．休止を申請し、再開する場合、登録番号は変更されるのか。  
	Ｑ４．休止中は「中小企業診断士」を名乗ってもよいのか。  【注：緩和しました。】  
	Ｑ５．休止中であっても更新研修を受講することはできるのか。  
	Ｑ６．休止申請したが、再開の申請をしない場合は何らかの手続きが必要か。  また、再開申請可能期間が過ぎてしまう際に案内はあるのか。  
	Ｑ７．休止中であっても登録事項に変更があった場合には変更届が必要か。  


	参考：中小企業の範囲  
	《問い合わせ先》  

